
★
特
別
優
秀
賞

●
西
大
畑
老
人
ク
ラ
ブ(

八
橋)

●
追
分

長
寿
会(

金
足)

★
優
秀
賞

●
四
ツ
小
屋
中
野
老
人
ク
ラ
ブ(

四
ツ
小
屋)

●
楢
山
石
塚
老
友
会(

築
山)

●
石
田
坂
老
人
ク
ラ
ブ(

豊
岩)

●
こ
と
ぶ
き
ク
ラ
ブ(

茨
島)

●
穀
寿
会(

飯
島)

●
秋
田
市
泉

豊
寿
会(

泉)

★
優
良
賞

●
末
戸
松
本
老
人
ク
ラ
ブ(

四
ツ
小
屋)

●
横

森
五
丁
目
高
齢
部(

桜)

●
築
山
老
人
ク
ラ
ブ
寿
会(

築
山)

●

御
野
場
老
人
ク
ラ
ブ
映
水
会
・
友
和
会(

四
ツ
小
屋)
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秋田市民憲章推進協議会が
実施した今年度の花だんコン
クールには、74団体、12個人
が参加。審査の結果、各賞が
次のとおり決まりました。
おめでとうございます。

職場花だん・特別優秀賞の市教育研究所

町
内
花
だ
ん

老
人
ク
ラ
ブ
花
だ
ん

佐
さ

々
さ

木
き

孝
たかし

(中通三丁目・70歳)

平成８年に「秋田バリアフリ
ー研究会」を結成。会として雪国
でのバス停の研究開発や、公共
施設などの実態調査に基づいた
改善提案などを行いました。
現在、NPO法人「秋田バリア

フリーネットワーク」理事長をつ
とめ、平成14年の「秋田県バリ
アフリー社会の形成に関する条
例」制定の際には、さまざまな角
度から提言を行いました。
バリアフリー社会の形成と、

公共施設整備に大きく貢献して
います。

社
会

ひとこと…率直にありがたいで
す。自分たちの活動の成果が、世
に認められたものだと思い、メン
バー全員で喜びたいです。

さん

平
成
十
五
年
度
秋
田
市
文
化
章
の
受
章
者
の
み
な
さ
ん
が
決
ま
り
ま
し
た
。

秋
田
市
文
化
章
は
昭
和
二
十
六
年
に
制
定
さ
れ
、
学
術
・
芸
術
・
産
業
・
体
育

な
ど
の
各
分
野
で
、
市
の
発
展
に
大
き
く
貢
献
し
た
か
た
に
贈
ら
れ
ま
す
。

表
彰
式
は
十
一
月
三
日
(月)
午
後
五
時
、
秋
田
キ
ャ
ッ
ス
ル
ホ
テ
ル
で
行
い
ま
す
。

秋
田
市
文
化
章

志
し

摩
ま

麗
れい

子
こ

(中通四丁目・67歳)

市立秋田総合病院総看護婦長、
秋田大学医学部附属病院看護部
長として、看護の質の向上と看
護職員の育成に尽力しました。
市立秋田総合病院在職中に看護
活動の体系的確立をめざし、市
立病院の看護基準やその活動方
針の作成を手がけました。
また、日本赤十字秋田短期大

学で介護福祉学科長として教鞭
べん

をとり、高齢社会を担う介護福
祉分野の人材育成にも尽力しま
した。市民の医療福祉の向上に、
幅広く貢献しています。

ひとこと…受章は本当に意外で
した。みなさまのおかげで44年
間、看護の実践や介護福祉教育
に携わった結果だと思います。

さん

●受章者の功績

平成15年

社
会

●受章者の功績

★
特
別
優
秀
賞

●
大
山
田
町
内
会(

上
北
手)

●
将
軍
野

栄
町
町
内
会(

将
軍
野)

●
愛
宕
下
西
丁
親
交
会(

築
山)

●
楢

山
公
園
愛
護
協
力
会(

中
通)

●
横
森
五
丁
目
町
内
会
環
境
衛

生
部(

桜)

●
新
屋
寿
町
南
町
内
花
と
緑
の
会(

新
屋
勝
平)

★
優
秀
賞

●
仁
井
田
仲
谷
地
町
内
会(

仁
井
田)

●
将
四

ガ
ー
デ
ニ
ン
グ
ク
ラ
ブ(

土
崎
北)

●
仁
井
田
新
田
若
栄
町

町
内
会(

仁
井
田)

●
泉
大
橋
公
園
愛
護
会(

泉)

●
十
三
岱
町

内
会(

太
平)

●
泉
釜
ノ
町
町
内
会(

外
旭
川)

●
将
軍
野
堰
越

町
内
会(

将
軍
野)

●
泉
大
橋
南
町
町
内
会
公
園
愛
護
会(

泉)

●
古
城
苑
道
路
整
備
美
化
の
会(

旭
川)

●
東
野
添
町
内
会

花
の
友(

中
通)

★
優
良
賞

●
手
形
大
沢
町
内
会(

明
徳)

●
東
通
観
音
前
西

町
内
会
フ
ラ
ワ
ー
ミ
ニ
パ
ー
ク
会(

中
通)

●
小
阿
地
町
内
会

(

四
ツ
小
屋)

●
館
越
町
内
会(

太
平)

●
福
島
有
志
会(

仁
井
田)

★
努
力
賞

●
宝
竜
崎
町
内
会(

上
北
手)

●
日
吉
自
治
会

(

泉)

●
四
ツ
場
町
内
会(

四
ツ
小
屋)



●
下
小
山
田
老
人
ク
ラ
ブ(

上
北
手)

●
桜
寿
会(

桜)

★
努
力
賞

●
仁
井
田
横
町
老
人
ク
ラ
ブ(

仁
井
田)

●
あ
さ

ひ
町
旭
ク
ラ
ブ(

旭
川)

●
飯
島
街
道
老
友
会(

飯
島)

★
奨
励
賞

●
金
足
堀
内
老
人
会(

金
足)

●
寒
川
老
人
会

(

下
北
手)

★
特
別
優
秀
賞

●
秋
田
西
中
●
中
通
小
●
飯
島
南
小

●
上
北
手
小
●
川
尻
小
●
旭
南
小

★
優
秀
賞

●
山
谷
小
●
保
戸
野
小
●
下
浜
小
●
東
小

●
港
北
保
育
所

★
優
秀
賞

●
濁
川
町
内
会
子
供
会(

旭
川)

★
優
良
賞

●
牛
島
東
六
丁
目
町
内
子
供
会(

牛
島)

●
横

森
三
丁
目
町
内
子
供
会(

桜)

●
横
森
二
丁
目
町
内
子
供
会

(

桜)

●
横
森
四
丁
目
町
内
子
供
会(

桜)

★
努
力
賞

●
目
長
田
町
内
こ
ど
も
会(

仁
井
田)

●
梶
ノ

目
第
一
町
内
会
子
供
会(

外
旭
川)

★
特
別
優
秀
賞

●
市
教
育
研
究
所
●
茨
島
地
区
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
●
千
秋
学
園
●
カ
ト
リ
ッ
ク
秋
田
教
会

●
外
旭
川
児
童
育
成
ク
ラ
ブ
「
こ
ま
ち
」

★
優
秀
賞

●
泉
中
央
環
境
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
会
●
泉
児

童
セ
ン
タ
ー
育
成
ク
ラ
ブ
世
話
人
会
●
中
通
児
童
育
成
ク
ラ

ブ★
優
良
賞

●
泉
南
環
境
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
会
●
秋
田
地

区
交
通
安
全
協
会
牛
島
支
部
●
明
徳
児
童
セ
ン
タ
ー
●
知

的
障
害
者
授
産
施
設
小
又
の
里
●
川
尻
児
童
館
運
営
委
員

会★
特
別
優
秀
賞

●
残
間
弘
子(

泉)

●

三
浦
政
一(

新
屋)

●
上
村
敦(

川
尻)

★
優
秀
賞

●
田
川
ミ
エ(

中
通)

●
鎌

田
桂
子(

広
面)

●
田
中
陽
子(

旭
南)

●
小

野
邦
夫(

外
旭
川)

●
岡
部
ユ
イ(

明
徳)

★
優
良
賞

●
細
谷
質
郎(

寺
内
小
学

区)

●
松
本
吉
松(

牛
島)

●
佐
々
木
敏
信

(

将
軍
野)

●
五
十
嵐
真
伍(

東)

学
校
花
だ
ん

子
供
会
花
だ
ん

職
場
花
だ
ん

家
庭
花
だ
ん

加賀谷
か が や

忠
た だ

志
し

(八橋大畑二丁目・66歳)

高校卒業後、上京し作曲家の
上原げんとに師事し、歌謡曲の
作曲やレコーディングを行いま
した。帰郷し昭和46年、秋田市
に「カガヤ音楽事務所」を設立し、
後進を育成指導。
昭和63年、門下生とともに歌

謡曲で社会に貢献しようと「カ
ガヤ歌謡研究会」を主宰し、施
設の慰問やチャリティ公演を開
催してきました。音楽を通し福
祉活動を行い、また多くの市民
に歌う喜びを与え、市の音楽文
化の振興に貢献しています。

ひとこと…私のような一市民
が、まさかこんな立派な章をい
ただけるとは思いませんでし
た。とまどいを感じています。

さん米
よね

澤
ざ わ

實
みのる

(大町五丁目・64歳)

家業の製麺業を継ぎ、平成12年
には全国製麺協同組合連合会の副
会長に就任し、業界の育成に尽力。
平成11年に11月11日を「めんの日」
と定め、今日では全国的に普及・
定着しました。
昭和61年には「秋田異業種交流

会」を結成し、異業種間の融合と
新商品・新技術の開発に役立つ活
動を積極的に行いました。現在、
日本商工会議所地域産業空洞化特
別委員、秋田商工会議所副会頭。
市の食文化と地域産業の振興

発展に大きく貢献しています。

ひとこと…家業を継ぎ、自分の
仕事だと思って一生懸命やった
だけでしたので、受章はまった
く予期していませんでした。

さん佐々木
さ さ き

八重子
や え こ

(川尻若葉町・62歳)

昭和28年、秋田芸術学園に入
園し、後の日本バレエ協会初代
会長・服部智恵子と島田廣に師
事。その後、秋田芸術学園の教
師を勤めながら、東京のバレエ
団に所属し、数々の中央の舞台
で活躍。昭和50年、クラシック
専門の「秋田バレエ学園」を創立
し、門下から文化庁国内研修員
など優秀な若手を輩出しました。
バレエの優れた舞踊家である

とともに、若い才能の育成と高
いレベルの公演により市洋舞界
の発展に大きく貢献しています。

ひとこと…今年はバレエの勉強を
続けて50年になります。この節目
の年にクラシックバレエ分野の受
章が大変うれしく思います。

さん
音
楽

●受章者の功績

産
業

●受章者の功績

洋
舞

●受章者の功績

＝
敬
称
略
＝
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